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１．はじめに

サンゴ礁海域においては、一般に栄養塩（リン酸塩、硝酸塩ケイ酸塩）濃度が低い
貧栄養状態をとり易いにもかかわらず､多様な生物が共生し、特色ある生態系が形成さ
れている。そこでは栄養塩をはじめとする海水中の様々な元素を含む化学種を、水生生

物が一次生産、あるいは食物連鎖下位の生物の捕食などにより利用する際に、効率の良
い元素利用や元素循環が行われていることが予想される。本研究においては、サンゴ礁
海域の海水、海藻、二枚貝の組織に含まれる微量元素の多元素定量分析を行い、それぞ
れの元素濃度の特徴を他の海域と比較すると共に、海水から海藻及び二枚貝への生物濃
縮特性を解析することを目的とした。また、海藻及び二枚貝の種ごとの比較から、サン
ゴ礁海域における環境指標生物としての利Ⅱ\1の可能性についても検討した。

２．実験方法

海水試料の分析法：海水試料は､残波iI甲､知念UU甲､泡瀬干潟で採水し､孔径Ｍ５Ｕｍの
メンブランフィルター０Ｖ⑱）でろ過後、１Ｖ症状に加工したイミノニ酢酸樹'1旨フィルター
を用いるキレート樹11旨濃縮法により、海水試料を脱塩濃縮し、誘導結合プラズマ質量分

析怯qCP-IvmS)により微量元素の多元素定量を行った。
水生生物試料の分析法：海藻及び二枚貝試料は、伊計島、知念岬、泡瀬干潟などで採
水した。付着している塩分や砂などを、ろ過海水、純水で洗い流した後、（凍結）乾燥し
た。乾燥試料は、乳鉢で微粉末にした後、硝酸、フシ化水素酸、過塩素酸の混酸を用い
る加熱酸分解により試料を溶液化し、ICP-MSにより多元素測定した。
３．結果及び考察

海水試料については、いずｵlの試料も数十ppb(UgJl)～サブppt(ngl-l)レベルの約１５の
金属元素が定量できた｡残波岬及び知念岬の海水中のIVmFe,Cu,Zn,ｕＶｍの定量値は、
黒潮海流域の外洋表層海水の文献値とほぼ同レベルであることが明らかになり、サンゴ
礁海域では重金属元素濃度が極めて低濃度であることが確認された。一方、泡瀬干潟の
海水の分析結果では、上記の元素について、Ｖ３Ｕは同レベルであったが、その他は、５
～10倍程度高い値を示した。

海藻試料については､伊計島及び知念岬でサンプリングした紅藻綱３種褐藻綱５種、

緑藻綱２種の分析を行った。いずｵTも01％レベルのＡＬＳｒから重希士類元素の数十ppb
までの約30元素が定量できた｡綱の違いによる比較を行ったところ、褐藻綱が最も元素
含有量力塙い傾向が観察された。特に褐藻綱の一つであるウスユキウチワは、元素濃縮

特性力塙く、Ｍｎ,Fe,Ｃｕ,Ａｇ,PbbBLThなどの生物濃縮係数が上徽的高かった。また、ウ
スユキウチワは沖縄本島全域で比較的サンプリングが容易であり、サンゴ礁海域の重金
属汚染をモーターする指標生物として利用できる可能性が示唆された。

＝枚貝は､リュウキュウサルボウガイ(フネガイ目)､ホソスジヒバリガイ(イガイ目)、
リュウキュウアサリ（マルスダレイガイ目)、リュウキュウザルガイ（マルスダレイガイ
目)、アラスジケマンガイ（マルスダレイガイ目）の５種の分析を行った。いずｵTも３０
～35元素が定量できた。二枚貝綱の３種の目について分析したが、マルスダレイガイ目
の３種は類似した元素濃縮特性を示した。また、イガイ目｝ によく

用いられてきたが､ブLjlil1l沿岸域のムラサキイガイの文献値と比較したところ､Ｃd,Ａｇは、
ﾌﾞＩＪ１Ｉ､|沿岸域の最も低濃度を示したムラサキイガイの分析値よりも低い値を示した。泡瀬
干潟の海水は沖縄島沿岸域の中ではCd濃度が比較的高かったことから､イガイ目の二枚
貝の分析からも沖縄島沿岸域の重金属濃度が低濃度であることが示唆された。


